
松島町地球温暖化対策実行計画（事務事業編）　進捗状況（令和６年度分） 

 

本町の事務事業における温室効果ガス排出量 

　 

本町の令和６年度の温室効果ガス排出量は、2,279,202kg-CO2 であり、基準年度の平成２

５年度と比較して 2.8%（64,011kg-CO2）増加しました。 

増加した要因としては、平成 26 年度以降に避難所及び備蓄倉庫が数多く建設されたこと、

松島町役場新庁舎が平成 26 年 1 月より供用開始され、エアコンが稼働するようになったこ

と、令和元年度に学校施設にエアコンが設置されたことなどが考えられます。 

なお、平成 25年度の対象施設のみを比較した場合、温室効果ガス排出量は減少しており、

照明の LED 化や職員による省エネに資する取り組みなど施設ごとの省エネルギーは進んで

いるものと考えられます。 

今後も引き続き町民・事業者の模範となるべくより一層の温室効果ガス排出量削減に取

り組み、省エネ・再エネ設備等の導入や職員による環境配慮行動を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



エネルギー別の温室効果ガス排出量 

 

　エネルギー別の使用量は平成 25年度に比べ、電気使用量が増加し、ガソリン、軽油、灯

油、重油の使用量は減少していました。電気使用量の増加は前述の施設増加やエアコン稼働

の影響によるものだと考えられますが、エアコン稼働により電気以外のエネルギーの使用

量が減少しているものと思われます。 

 

 

 

 

温室効果ガス排出量削減に向けた取り組み状況 

 

①プラグインハイブリッド車の導入及び EV充電設備の設置 

　環境にやさしい電動車を使用することで CO2 を削減するほか、性能や魅力を発信し、需要

促進を図りました。 

 

②ゼロカーボンに向けたガイドブックの作成 

　家庭や職場できる省エネの取り組みをまとめたほか、ごみ分別事典の改訂も行い、ごみの

減量化や適正分別も含めた、環境配慮行動に係る周知啓発を行いました。 

 

③地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の策定（令和７年度までの２ヵ年業務） 

　町全体で地球温暖化対策を行うための施策を定める「地球温暖化対策実行計画（区域施策

編）」の策定にあたり、情報収集や温室効果ガス排出量の把握、課題分析などを行いました。

（令和７年度中に策定予定）

平成25年度
（基準年度）

令和6年度
（実績）

増減

使用量
排出量

（kg-CO2）
使用量

排出量
（kg-CO2）

使用量
排出量

（kg-CO2）
増減率

ℓガソリン（ ） 41,100 95,420 27,843 64,642 -13,257 -30,778 -13.9%

ℓ軽油（ ） 28,437 74,484 23,514 61,589 -4,923 -12,894 -6.6%

ℓ灯油（ ） 155,646 387,478 79,709 198,435 -75,937 -189,043 -19.6%

ℓ重油（ ） 69,486 188,281 43,670 118,330 -25,816 -69,952 -13.7%

LPガス（m3） 4,000 6,684 2,695 4,503 -1,305 -2,181 -19.5%

電気（kWh） 3,073,201 1,462,844 3,848,116 1,831,703 774,915 368,859 53.0%

合計 2,215,191 2,279,202 64,011 2.8%

エネルギー


